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K大学医学部 附属病院の老年科 ･神経 内科
に入院 した65歳以上の患者の主介護者で,研究
の目的を説明 し同意 を得 られた 5名である｡
2.方 法
入院直後 (入院後 3日以内)と退院時 (退院
前3日以内)に①主介護者に半構成的面接② 自





機能 ･情緒適応 ･対人関係 ･生活 目標の四つの
尺度,計50項 目より構成 されている (表 1)｡
｢はい｣ と回答す る と 1点が加算 され,得点が





情報 を詳細 に記述 してデー タ化 し,QUIKの
得点 と合わせて分析 した｡
3.期 間




サポー ト,QUIK の変化, 自宅 と病院の距離,
退院先について,表 2に示 した｡















































































































































ったが,そ 症状やや改善変化 の後安定 し,
食 .排他 .移動など介助にて可能主介護者
の状況 患者の妾 患者の息子の妻･
年齢,職業 63歳,主婦 37歳,主婦家族の状況･家族構成主介護者家族のライフサイクル段階との関係性 :'口 ､
: I:169歳ロー ｢一･一〇69歳:)i＼65歳 63琴了老年期 t言 古十二亮, o ＼







浴は銭湯を利用o週 1回ぐらい,家に戻っている○ が人変で自分の時間がなかった○心身の変化 夫の容態が急変 した畔が一番大変だった02週 結婚後は義母 面倒をみる必要があるとは闘い
間程の入院ですむと思っていたのが結局3ケ月 ていたが,こんなに悪いとは思わなかったo以上になり,身も心 も疲れた○ 患者の入院中に突然,義妹に ｢もう来なくていい｣ と言われた○義妹との関係が悪化 し こと及び実母 (他県)の入院により両者の介護が
不十分になったことが辛かつた○患者の退院を機会に同店.して介護 しようという気
持ちになった○主介護者へのサポー ト･手段的サポー ト ない-親戚は
遠方 ない-夫は仕事で忙しい･情緒的サポー ト ない 夫-少 しずつ話 し合いができるよ
うになってきたQUⅠKの変化 16(やや不良)-26(かなり不良) ll(やや不良)-20(かなり不良)
･身体機能 7+10 6→10情緒適応 5→6 2 8対人関係 4) 5 -ナ2牛活目標








39歳,主婦 76歳,主婦空 軍 竺 丁 二や_67_5-∫′ ヽ:' 42歳 42歳 ､l. 37歳-l J ＼Ll＼85歳/工85C 076歳 ＼＼l lr I…38歳 38歳
′/ ＼:39歳 42歳 ､.l lI /＼＼15歳 9琴 /′ I /＼11歳 9歳/′ l ｣＼
＼9歳 7歳 4歳 //′教育期 教育期 老年期義父があまり協力的ではなかつたがムン 患者と介護者の家は近
所にあり,すぐ行 入院後,嫁や息子が気を使ってくれ,閲テラの後夫から
,｢他人事ではない,- き来できる○ 係はさらに深まった○人,一人が私にはなにができるのかを考 遠い関係
にあるが,社会的に活躍をして また,同居 していない娘も週 1回付き添えていかないと-｣と話 し合い,みんな き
た患者を尊敬 しているo夫や義弟との いを交代してくれるなど,患者の入院にが協力的になり息子たちも面会に行 くな
ど,退院に向けて団結力が見られるo 閲係もよいo より家族関係がよくなったo入院時は朝,弁当 .ご飯をつ くり
,商売 入院前は,患者の家に2-3時間ごとに 朝に家の用事をして腰痛の治療に行っての手伝い,病院で時間にな
ると帰って用 様子を見に行っていたが,入院中は一日 から昼前には病院に着き,夕食を食べさ事をして夕食をつ くり,0
時に就寝0時 おきに通院していたo患者がせん妄状態 せてから帰る!I:_活となったが,家族の協々,義父の
家の掃除に行 くo入院中はす の時は一日に2回,通院していたことも 力があり身体的につらくはなかつたoる事をしてから,病院に来るようにし
,退院に向けては往診 してもらう病院を探したり,家庭での′日吉について,考えて行動しているo あった○入 時は射 ナるようになればと思ってい 最初は良好であったが,患者の症状の悪 家が近いので,そんなにしんどくなかつ




なっていくか分から に行けるようになって満足 しているoない中で,やる気を出し る患者を
見 入院中は家族の協力により,休息がとれるとかわいそうになり,陽が暮れるとわびしくなる○自分も疲れてくると先行き不安になる たo夫 .義弟 .退
院後の社会的サポートも積極的に検討中夫 .子ども-確定診
断後家族で話し合いをし支え合っている 夫 .義弟-通院の送迎 嫁 .娘-
家事 .介護の手助け夫-lplでも相談している 息子 .娘-何でも相談で
きる1(良好)-2 (
良好) 3 (良好)-3 (良好､) 8 (普通)-5 (普通)1→1 2-一1 3+ 2




















































































































































家族のクオリテ ィ･オブ ･ライフ (QOL).
JoumalofClinicalRehablitati･on1995;4(3):
284-287
9)春日耕夫,春日キスヨ :孤独の労働一高齢者在
宅介護の現在-.広島修道大学研究叢書 1992
;67:14-19
10)島内節,久常節子,野嶋佐由美編 :家族ケア.
第一版.東京 :医学書院,1994:21
ll)谷野宮万喜,三浦節,池潤子他 :入院患者を抱
える家族のス トレス.日本家族看護学会第 3回
抄録集 1996:30
12)前掲書,家族ケア,52
13)前掲書,孤独の労働-高齢者在宅介護の現在-,
99
14)松上智奈美,合田洋子,藤井清子 :家族ケアに
おける看護者の役割一夫婦間の葛藤をきたした
透析導入期の患者を通 して-.第24回日本看護
学会集録一老人看護-1993:87
15)高崎絹子 :家族援助における看護の視点 (老人
介護の受容過程と家族関係を中心として).看護
研究 1989;22(5日46
- 31-
